第4回RM出版プロジェクトチーム議事録

日時：2006/5/11　18:00～20:30

場所：銀座　中小企業会館　B1談話室

参加者：笠原、北村、佐々、塩見、山根、岡

アジェンダ：目次構成の検討

第1部　事例リスクの書き出し

＜外部リスク＞

天災、地震、台風、雷、津波

重大な伝染病

交通事故

近隣からの類焼

サイバーテロ、ウイルス、不正アクセス

犯罪、商品への害物混入

取引先とのミスコミュニケーション

取引先の倒産

お金のリスク（外部）

＜内部リスク＞

経営者の事故（後継者の準備）

経営者が知らない

従業員の不正

担当者の業務標準化ができていない。一人担当。

技能伝承

品質トラブル

異物混入、PL

納期遅れ

システムダウン

法令違反

外為法違反（輸出禁止品）

知財法

労務管理（残業代未払い、セクハラ等）

個人情報漏洩

外注管理

火災

お金のリスク（内部）

第２部　ハウツー・理論

第１章　リスクマネジメント方針

[image: image1.wmf]製造をベースに、サービ

ス、卸・小売の特徴的な

部分を説明する。

第２章　リスクをすべて洗い出す

　　　　＜全社MAP、全社フロー＞

第３章　リスクを評価する

　＜リスク分析評価表＞

第４章　対応すべきリスクを決定する

第５章　リスク対応策を決定する

　　　　＜リスク対応リスト、参考対応策一覧＞

第６章　残留リスクを経営者が承認する

第７章　リスクマネジメントシステム（Do－Check－Act)

　　　　＜対応策の実行、社内監査、改善＞

第３部　中小企業向け対応策の具体例

· 汎用的な対応策ではなく、中小企業に適した具体的な対応策を例示する。

· 第１部の事例から象徴的なものを、発展的に診断士として、このような対応策が実現性が高いと示す。

次回の課題

· 目次を全部で１００項目挙げる！

· 5月例会で追加すべき項目の意見を集める。
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議事内容

第1部　事例について

· 各自課題の事例を持ち寄り、発表する。

· 事例の取り上げ方を本書の主旨に合わせるように意見を交換する。

－できるだけ中小企業の身近な話題を取り上げる。

－最近の話題性を取り込む。

－大きな話題の場合は、メインにするのではなく、解説の中に例として取り上げる

　形で紹介する。

－ピュアリスク以外のテーマにならないように気をつける。

· 目次出しをするために、書いてきた事例を含め、ポストイットでリスクを書き出す。その後で、関連する内容をまとめた。大きくは外部要因と内部要因に分け、細部はイメージでグルーピングしたところ。

第2部　ハウツー・理論

· JIS規格を元に、プランニング部分を中心として、書き方を考える。

· 業種的な要素を入れるべきであるが、複雑にならないように、製造業をメインとして、それ以外のサービス、卸売、小売の特徴的なところを説明を加えることとする。

· それぞれの章に加えるべきノウハウや表について、書き加える。

第3部　対応策の具体例

· 各自持ち寄った事例を例にしながら、どこからを第3部で拡大して取り上げるか話し合いイメージをすり合わせる。

